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県境を越えた観光連携 始動！10/2９/29

　田来原美しい森づくり公園で、「おおやま水源林育林活
動ひと山まるごとガーデニング」が開催された。日田市や
福岡市など筑後川上下流域の住民約１００人が参加。竹
細工のワークショップや丸太切りを体験し、下草刈り作業
は雨天のため、希望者のみで行った。交流会では食事を
しながら、チェーンソーアートを観覧して楽しんでいた。

　熊本県菊池市の竜門ダム周辺で「竜門ダムフェスタ」が
開催され、上・中津江の観光施設をPRした。この取組は、
竜門ダムと両地域が津江導水路で結ばれており、上下流
交流と熊本県からの誘客を目的に実施したもの。会場に
は、魚釣りやお宝さがし体験、フォレストアドベンチャーモバ
イルなどが登場し、多くの家族連れなどで大いに賑わった。

9/12 竜門ダムフェスタで奥日田をPR ９/26 大切な水源林を育てるために

　新たなごみ処理施設として整備を進めている「日田市新
清掃センター」の工事の安全と事業の円滑な進捗を祈念し
て安全祈願祭が執り行われた。本事業は、令和11年4月
の稼働開始を目指し、安全管理の徹底、周辺環境への配
慮、そして地域の皆さんへの丁寧な対応を常に心がけ、責
任を持って取り組んでいく。

建設工事の安全を祈願して

　本城地区で「彼岸花と案山子まつり」が開催された。こ
の案山子は、本城一生産組合が地域の子どもたちとともに
創意工夫を凝らし、毎年心を込めて制作している。今年は、
大阪・関西万博で人気を博した「ミャクミャク」や、オリンピッ
クで金メダルを取った「りくりゅうペア」など、約100体の案
山子が、色鮮やかな彼岸花とともに風景を彩っている。

　昭和11年以来、90年の長きにわたって暮らしを支えて
きた日田バス五馬線が、令和８年9月30日をもって運行を
終了した。最終便では、五馬中学校の生徒8人が手作り
の横断幕を掲げ、運転手に花束を渡して感謝の気持ちを
伝えた。地域の人たちも最後のバスを温かく見送り、五馬
線との別れを惜しんだ。

10/1 見どころ満載な案
か か し

山子ありがとう！五馬線９/30

　スノーピーク奥日田キャンプフィールド近隣の市有林で、
日田林工高等学校の生徒と下流域の学生で、チェンソーで
の間伐や、剪定ノコギリでの枝打ちに汗を流した。作業後、
前津江町地域活性化センターで生徒たちが森林の役割につ
いて講話し、参加者は水源の森が筑後川を育み、生活水と
なる循環を五感で学んだ。

　鯛生金山で開催された「鯛生金山まつり山
さんじんさい

神祭」。安
全を祈願する神事から始まり、会場では佐賀関漁協による
海産物の販売や多くの出店で賑わいをみせた。ステージ
では藤蔭高等学校吹奏楽部の迫力ある演奏や、民謡、大
道芸などの披露も。最後には餅まきもあり、たくさんの歓
声と笑顔が広がる中で盛況のうちに幕を閉じた。

10/４ 地域が活気づく鯛生金山まつり 椿ケ鼻水源の森づくり9/19

　日田市、福岡県朝倉市、うきは市、添田町、東峰村は、そ
れぞれの地域の魅力をつなぎ、新たな観光のカタチを生み出
すことを目的として「広域観光連携協議会」を設立。県境とい
う垣根を越えて、これらを一本の「旅回廊」としてつないでいく。
共同の取組として、まずは5地域をめぐる「広域観光マップ」の
作成や、観光物産フェアの開催などを行っていく。


